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車道による周辺植生ヘの影響(IV)

亀 山 章

信州大学農学部造園学研究室

は じ め に

自然風景地に道路が建設された場合に,周辺の植生にどのような影響が及ぼされるか,を明

らかにしようとするのが研究の目的である｡すでに,第Ⅰ～Ⅲ報で,暖帯林,温帯林での道

路建設による影響の調査事例を報告した｡2)3)4)

今回は,沖縄県西表島で亜熱帯林に建設された道路についての事例を報告する｡

わが国では,亜熱帯の植生は,琉球列島や小笠原諸島に分布している｡これらの地域では,

近年,祖国復帰にともない復帰事業や産業資本の進出などにより,急激な開発が行なわれて

いる｡それらは,亜熱帯の植物自然の特異性を無視して,従来行なわれていた暖帯,温帯の

地域での開発技術をそのまま導入している場合が多い｡その結果として,海洋や山地の自然

環境の破壊がさまざまな様相で行なわれている｡17)調査の対象とした西表島の横断林道も,

亜熱帯の森林植生に大きな影響を及ぼしている.8)

今回の現地調査は,わずか5日間の滞在中に行なわれたものであり,調査としては,必ら

ずLも十分なものではない｡しかし,現在すすめられている急速な開発の結果,亜熱帯の植

生に,さらには自然環境の全体に,大きな影響が及ぼされることが危供されるために,不十

分ながら多少の知見が得られたので報告することとした｡

調査に際して,沖縄の植生について数多くの文献を提供していただき御指導を賜った琉球

大学教育学部新納義馬教授,植物の同定の御指導をいただいた東京大学農学部倉田倍教授に

記して感謝の意を表したい｡現地調査には,八重山高校の渡慶次敬子氏の多大な御協力をい

ただいた｡また同行した,信州大学農学部造園学研究室の長浜秀郎君の御協力も大であった｡

記してお礼をのべたい｡

Ⅰ 調査対象および調査方法

1 調 査 対 象

調査の対象とした西表島は,琉球列島の最南端に位置し,沖縄本島に次ぐ大きさの島であ

る｡面積約270km之のうち96%が山林であり,広大な亜熱帯の原生林でおおわれている.わ

が国の代表的な亜熱帯植生と,周辺海域の海中景観を保護するため,1972年4月18日に西表

政府立公園に指定され,同年5月15日以降,本土復帰にともない西表国立公園として指定さ

れている｡陸域125km2,海域321km2が公園区域にされている｡調査対象地城の自然環境の

概要について簡単にのべておく｡

(1) 気 候
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年平均気温は23.3oC,最寒月 (1月)の平均気温が17.4oCと暖かく,降水量 は年 平均

2629mm (1913-1960年平均)におよび,亜熱帯の海洋性気候を示している｡

台風は6-9月にかけて多く,7月に最も多く発生する｡琉球列島は,広大な海域に島々

が散在しているため,島の周囲は開放されており,海から吹きつける強風と潮風は,植物の

生育に放しい環境となっている｡さらに夏の熱帯性低気圧と冬の東支那海低気EE,また夏の

早魅は厳しい環境をなしている｡そのため東南アジアの亜熱帯降雨林とは異なり,島の植物

は一般に低く矯形化している017)

(2) 地形 ･地質 ･土壌

西表島の大部分は,山岳地帯で,地形学上壮年期に分類し得る開折の進んだ山地である｡

400m内外の蜂の稜線部には狭小な平坦鞍部が残っているが,両側に迫る渓谷は急峻な側壁

が発達したⅤ字谷で深く山稜を刻み込んでいる｡13)調査対象の道路は,この急斜面に建設さ

れている｡

地質は,ほとんど第三紀層よりなっている｡上部の層は,硬質砂岩,粗粒および細粒砂岩,

頁岩の互層になっており,粗粒砂岩は崩壊し易く,大きな崩れを生じている｡12)

Fig.1調 査 地 域 概 念 図
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横断林道周辺の土壌は,小林 (1961)5)の調査資料によれば,表土の厚さは6-8cmで暗

褐色の砂質埴壌土,下層土の厚さは40-50cmで鐙黄または黄褐色の砂質埴壌土であり層位

は比較的薄い｡これらの第三紀層の風化土は,西表島の他の地質母岩の土壌に比較して最も

劣ると結論づけられている｡5)

(3) 植 生

調査地域の植生は,スダジィ,タブノキ,オキナワウラジロガシ,イスノキなどの照葉樹

林であるo最も広い面積を占めているのはスダジイ林で,土壌が厚く,排水がよい適湿の立

地紅は,オキナワウラジロガシ林が発達している｡7)

林業との関係をみると,調査対象地域の森林は,1879年に廃藩置県によって沖縄県の管理

地となり,その後1899年に国有地とされ,1908年に国有林に編入された｡1945年以後は米国

海軍政府の管理下におかれ,軍政府や竹富町による伐採が一部ですすめられてきた｡琉球政

府が創立されて,その管轄となって以後も,部分林契約にもとづく施業が一部で行なわれて

きた｡19)現在,島の面積の約90%が国有林になっている｡西表官有林経営方針書 (1971-19

76年)によれば,全体の46%を占める112.6km2が禁伐の自然保護林として保存されるよう

計画されており,調査地域はすべてこの中に含まれている｡

この地域を調査の対象としたのは,琉球列島で最も自然度の高い亜熱帯の森林が残されて

いるためである｡横断林道は,西表島官有林経営方針にもとづくものであり,大原と白浜を

結ぶ延長25km,幅員4.6mの砂利舗装の道路である｡このうち,今回の調査は,大原の起点

から工事が中断されている部分までの8kmの区間を対象とした (Fig.1)｡この区間は,スダ

ジィ,タブノキなどが優占する亜熱帯の原生林の中に,1970,1971年度に工事が行なわれた

ものであり,調査時点では3-4年経過している状態であった｡施工後の経過年数が少ない

にもかかわらず,周辺植生への影響は顔著にあらわれていた.

2 調 査 方 法

調査の内容と方法は,既報でのべたごとく,次のようである｡

(1) 群 落 調 査

横断林道の周辺で群落調査を行なった｡調査した植生は,道路から十分に離れて影響を受

けていないと考えられる自然植生,道路周辺で,建設後の影響を受けて変化しているのが認

められる森林植生,法面植生,路傍 ･路上植生を対象とした｡

横断林道は,比較的急傾斜の斜面に建設されているた削こ,土工量が大きく,建設による

影響は盛土側,切土側のいずれにもあらわれているOこのうち,盛土側 (谷側)の森林の破

壊は,工事の捨土に根元を埋められるという直接的な破壊であり,すでに建設当初から破壊

の事実が報告されている｡8)しかし切土側 (山側) については,建設後に森林環境の変化に

よって破壊が進行しているものであり,亜熱帯の森林の破壊の実例として興味深い｡そのた

め今軌 t,切土側の森林への影響を調査することとしたO

群落調査資料をもとに群落区分を行ない,道路による影響のあらわれ方を分析することと

した｡

(2) 横断図,群落配分図の作成
､J一･,A

道路の典型的な横断面の部分の測量を行ない,横断図を作成し,この図上に,群落調査の

結果得られた群落単位を図示し,群落配分図を作成することとした｡これによって,道路建
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設による影響の広がりを明らかにすることができる｡

現地調査は,1974年12月13日～17日の5日間行なった｡

Ⅰ 調査結果および考察

1 調 査 結 果

西表島の植生についての,植物社会学的な調査研究は,自然公園の指定と,その後の自然

環境保全のための調査が主なものである｡

宮脇 (1970)7)は1西表島全域の植生調査結果から,自然植生の13群落と,代依植生の群落

区分を行なっているOその結果はさらに検討され,35の群集および群落に分類され,5万分

oLn _L,T lqlW __ f 2㌢ 0
注)枠内は群諸調査の対象地域､1-7は横断面の調査地点

Fig.2 調 査 均 点 図
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Tablel 総 合 常 在 度 表

A 自然植生 B 影響圏の植生 C 法面植生 D 路傍 ･路上植生

分
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教
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ユlexMaximowicziana ナ ガ バ イ ヌ ツ ゲ

Euonymuslutchuensis 1)ユウキュウマユ ミ

Tutcberiavlrgata ヒサ カ キ サザ ンカ

Laparisbicallosa ユ ウ コ ク ラ ソ

*Mallotus5aponicus

Blecbnum orientale

*StyraxJapO111CuS

*Mallotuspaniculatus

*Ficuserecta

WeI】dlandiaformosana

*Zantboxylum ailanthoides

*SmilaxChillaVar.Kuru

*ActiI】idiarufa

Oplismenuscompositus

Aspler]ium nidus

Lycopodium cermum

DicranopterisliI】earis

Scirpusternatanus

PolytricIlaCeaeSp.

Lephatherum gracile

ウラジロアカメガシワ

イ ヌ ビ ワ

ア カ ミ ズ キ

カ ラ ス ザ ソシ ョウ

オキナ ワサル トリイバ ラ

ナ シ カ ズ ラ

エダウチチヂ ミザサ

シマオオタニワタ リ

ミ ズ ス ギ

コ シ ダ

オ オ ア ブ ラ ガ ヤ

ス ギ ゴ ケ 科

Ⅲ+ Ⅰ+

Ⅲ+ Ⅰ+

Ⅱ+ II+-I
I+ Ⅲ+

●▲
2

l
～
十
十
十
十

十

Ⅴ
Ⅴ

Ⅲ
Ⅲ

Ⅱ

▲■
e7
0_

I

l
-
-

～

〇一
1
1
1
+

Ⅴ
Ⅴ
Ⅴ
Ⅴ
Ⅴ

'

-

I

I

T

+

+
十

十

十

十

Ⅴ

Ⅴ

Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ

Ⅲ

1

1

I

I

▲｢

▼l

I

2
1

●▲

2

l
-

l

I

十
十

+
+

Ⅴ
Ⅴ
Ⅳ
Ⅳ

サ サ ク サ Ⅲ◆

Raplliolepisindicaγar.insularis
オキナ ワシャリソバ イ

Ⅱ 1

*RbussuccedaI】ea - ゼ ノ キ I I

Paspalum cor]Jugatum オガサ ワラスズメノヒエ

Lysimacbiamauritiana - マ ポ ッ ス

ErigeroIISumatrenSis オ オ ア レチ ノギ ク

SrK)rObolusfertilis ネ ズ ミ ノ オ

Fimbristyliscymosassp.spathacea
シ オ カ ゼ テ ンツキ

Leucaenaleucocephala ギ ソ ゴ ウ カ ソ

MiscanthussiI】eIISis ス ス キ

5

5

5

5

6

6

4

3

0

9

7

6

6

6

5

9

8

8

6

+l

l

～

～

l

十

十

十

十

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

6

9

5

0

8

8

7

=

日
日

常在皮4以下は省略

* 落葉樹

** Tbelypteristripbylla コウモ リシダを含む｡

学名は,初島住彦:琉球植物誌 (1971)による｡

の1の植生図が措かれた｡10)新納(1972)15)は,琉球列島の島々の原生林について,種組成の

特徴と立地との関係を明らかにしている｡重松 (1972)21)は,西表島の自然植生の保護と景

観保全について,研究を発表している｡新約 ･宮城 (1975)18)は,八重山群島の植生につい

て,3群団,11群集,24群落の分類を行なっている｡

今回の調査は,これらの研究成果をもとにして行なわれた｡

●
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調査地点は,Fig.2に示されているo群落調査の結果は,自然植生,影響圏の植生,法面

植生,路傍 ･路上植生に分けられた｡これらは Tablelの総合常在度表に示されている｡調

査の結果,得られた植生単位を,横断図上に示した一例が Fig.3である｡

1) 植 生 単 位

それぞれの群落の優占種,群落構造,種組成,立地と分布の特徴について以下にのべる｡

(1) 自然 植 生

この群落は,相観的には常緑広葉樹の高木林であり,高木層の被度は80-90%と高い｡し

かし,高木層の高さは,8-13mであり,暖帯にふつ うに見られる高木林に比較して低いの

が特徴的である｡これは,前述した新納 (1975)17)の指摘のように,周囲が閲放された島で

あるため,気象環境が厳しく矯形化しているものと考えられる.

高木層には,スダジイのほか,タブノキ,ホル トノキ,イスノキ,ヒメユズリ-などが比

較的高い頻度で出現している｡

亜高木層,低木層も40-90%と被度が高く,草本層は20-30%と低い｡亜高木層から草本

眉までの各層に出現する種は,いずれも10-25種と多いのが特数的である｡全出現種数は,

35-45種であった｡

この群落の種組成的な位置づけについては,ケナガ-サカキ,シバニッケイ,ヤエヤマシ

キミなどのケナガ-サカキースダジイ群集9)の標徴種および区分種が出現するため,この群

集に位置づけることができる｡この群集は,西表島の尾根部から斜面中部までの風衝の強い

乾性立地に発達している (宮脇1971)09)調査地域は,これと同様の立地であることが認めら

れる｡

この群集は,さらに, リュウキュウアオキ,シシアクチ,シラタマカズラ,アデク,ヤマ

ヒ-ツなどの標徴種および区分種をもつ リュウキュウアオキースダジイ群団9)に含まれる｡

(2) 影響圏の植生

この群落は,相観的には落葉広葉樹の低木林であるが,常緑樹も混生している｡高木層は,

高さ4-6mで,被度は60-80%である｡高木層には,アカメガシワ,エゴノキ,ウラジp

アカメガシワ,カラスザソショウなどの落葉樹が高被度,高頻度で出現している｡これ らは,

西表島の原生林の,伐採跡地に見られる超群である｡8)

低木層は,高さ2-3mで,被度は60-90%と高い｡木本類のほかにオニ-ゴが高被度で

出現 している.草本層は,20-30%と被皮は低い.低木層,草本眉の種数は,15-30種と多

いのが特徴的である｡全出現種数は,35-54種で,自然植生よりも多くなっている｡

この群落の立地は,道路周辺で,道路の影響を受けた部分であり,さらに自然植生の立地

と隣接している｡道路建設が行なわれる以前には,同一のものであったことが,種組成的に

も認められる｡すなわち,この群落の構成種は,自然植生の構成種をほとんどすべて含んで

いるo Lたがって種組成的には, ケナガ-サカキースダジイ群集,9)および,その上位単位

である1)ユウキュウアオキ-スダジイ群団9)に含まれるが,アカメガシワ,とリュウシダ,

エゴノキ,ウラジロアカメガシワなどによって下位区分される代償植生であると位置づけら

れる｡

影響圏には,かつて高木層を形成 していた樹種で枯死しているものが多くみられるo立枯

れのものもあるが,多くは風倒木となっており,いずれも海からの風を受けて山側に倒れて
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いるのが特徴的である｡また枯死した樹木には,シマオオタニワタリ,サクラランなどが着

生しているのがみられる｡

(3) 法 面 植 生

法面は,Table2で示されるように急勾配のうえに法長が大きく,さらに第三紀の砂岩で崩

れ易いため,植物の生育はきわめて悪い｡高さ0.3-0.8mの草本および木本が, 5-10%の

被度で散生しているOいずれの種も被度は低いが, ミズスギ,コシダ,オオアプラガヤ,ア

カメガシワ,とリュウシダなどの出現頻度は高い｡このうち,アカメガシワ,とリュウシダ,

エゴノ辛などの種群は,道路の影響を指標する種群である｡ ミズスギ,コシダ,オオアプラ

ガヤなどは,法面に特徴的な種群である｡ ミズスギは,日の良くあたる湿った斜面に生育す

ることが多く,エゴノキ,とリュウシダなどと共に,八重山群島の渓谷の中流域の河床植生

であるタカサゴシラクマ-ヒナヨシ群落18)の区分種である｡またオオアプラガヤは,沖縄島

の湿性の草地群落にみられたり,16)奄美大島名瀬市の湿地で,群集に相当する純群落をなし

ているのが報告されている｡11)法面の植生は,いずれも貧義で,環境条件の厳 しい立地に生

育する植物からなっていることが明らかである｡

(4) 路傍 ･路上植生

路傍や路上には,オガサワラスズメノヒエ,-マポッス,オオアレチノギク,ネズミノオ

などの種群が,0.2-0.5mの高さ,20-40%の被度で生育している｡このうち,オガサワラ

スズメノヒエ,オオアレチノギク,ギソゴウカソは帰化植物であり,-マポッス,シオカゼ

テンツキは海岸の植物である｡しかし,これらの外来の種群は,調査した時点では,森林内

に侵入しているものはみられなかった｡海岸の植物は,この他にもグソバイヒルガオなども

みられるが,これらは,道路の舗装用に海岸のサソゴの砂を利用しているために種子が運ば

れてきたものであろうと考えられる｡

Table2 影 響 圏 の 大 き さ

注)道路の幅員には,敷砂利された路面のほかに,側溝と路側の平坦面を含めた｡

2) 横断図,群落配分図

植生単位を横断図上に示す調査は,7か所について行なった｡結果は,Teble2に数値で

示され,Fig.3に群落配分図の一例が示されている｡Table2から,次のことが明らかにさ

れる｡調査地点は,標高170-270mの間で, 1- 6が南側斜面 (SSE～SW), 7が北側斜面
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Fig.3 群落配分回 (調査地番号1の断面の一部)

(NE)である｡盛土側については,法面の土砂が林内に崩れて入っているため,法長を測

定しにくかったので,法面と影響圏の全体の広がりを測定 した｡切土側についてみると,法

面は420-580と急勾配で,法長も5.7-26.0mと大きく,大面積の裸地になっている.影響

圏の大きさは,12.5-34.0mが測定された｡

影響圏の大きさは,-7の部分が他と比較して小さい.これは方位との関係であろうと考え

られる｡調査された区間は,海岸までの距離が南に 4km程度であり,南側からの強風,潮

風の影響を受けやすい｡新約 (1975)17)が指摘するように,島の植物は海からの風の影響を

受けやすい条件下にある.1-6の断面は,SSE～SW の方位のため,この影響を受けやす

く,7では夙背側のNE斜面のため影響が少ないと考えられる｡ さらに,標高が170mと,

他とくらべてわずかに低いことも影響を少なくする条件になっていると考えられる｡このこ

とは,盛土側,切土側のいずれにも言える｡

1-6では,切土側の影響圏は19.8-34.0mであった｡これは,盛土側の法面と影響圏,
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道路,切土側法面の和 (E+D+C)の大きさとの関係が深く,海側の森林が破壊された場

合に影響がより大きくあらわれるものと推察される｡

道路建設による自然植生の破壊は,道路の両側部分で,調査地7の34.6mを除いては,50.

1-98.2mと大きなものであった｡これは,建設後3-4年の経過であり,今後も影響圏が

広がることを考えると,第Ⅱ報および第Ⅲ報で報告された暖帯林域の道路などに比較 して,

著 しく大きな破壊がもたらされると予測される｡

2 考 察

調査の結果から,わが国の亜熱帯地域での道路の建設,特に森林伐採による周辺植生への

影響について,次のような問題点が指摘される｡

第 1に,亜熱帯地域の森林の一般的特徴について考える.生態系生態学の分野で明らかに

されているように,亜熱帯や熱帯地域の森林の年間の総生産量は,暖帯林や温帯林,亜高山

帯林に比較して大きい22)ため,豊かな物質生産が行なわれ,伐採後の復元も容易であると考

えられる傾向がある｡しかし, これは,土壌中の看椀物の分解速度が著しく大きい22)こと

によってささえられている見かけ上の生産量であり,土壌中の有機物の集積量は著しく少な

い｡22)そのため,伐採が行なわれると,新たに森林を再生する能力はきわめて低くなる｡特

に,降雨量の多い場合には,伐開後に土壌の流亡が激しく,立地の貧化は著しい｡このこと

は,森林の皆伐が行なわれた時に顕著にあらわれ∴.)ユウキュウマツを造林するための自然

林の皆伐地などでしばしば認められる｡8)23)

第2に,わが国の亜熱帯地域の特殊性を考える必要がある｡わが国の場合,亜熱帯の森林

の分布は,琉球列島や小笠原諸島のように大洋の中の面積の小さな島に限られている｡古い

時代に大陸から離れてできたという理由から,遺伝子給源が限られているため,分化 した固

有種は多いが,17)種社会の多様性は限られている｡20)そのために,人為が加えられた場合の,

代償群落は少なく,さまざまな人為的影響に対する対応能力は低いと考えられる.

また,小さな島のために,海からの風の影響が強いのも特徴の一つであり,今回の調査で

も,このことは認められる｡特に海岸近 くの植生は,海岸から内陸に向って,さまざまな群

落が海からの影響に対応して成立しており,内陸の高木林を保護している｡17)23)そのために,

海岸近 くに道路を建設する場合には,特に十分な配慮が必要である｡

さらに,これらの島は,地質的には,珊瑚石灰岩,古生層石灰岩,第三紀砂岩などが多く,

植生にとっての立地が貧困であると同時に,土砂の崩壊や降雨による流亡などの生じやすい

条件12)となっている｡土壌についても同様であり,一般に貧糞である上に,開発が行なわれ

ると土壌の急激な風化溶脱のために,急速な消耗を釆たすと考えられている｡5)6)14)

第 3に,開発技術の問題がある｡第二次大戦後の大型土木琉枕による建設技術紘,大規模

な土地造成を可能にしてきた｡建設技術の大型化は,道路の造成にみられるように,自然環

境の破壊を大きなものにしている｡開発が古 くから行なわれてきた暖帯林域に比較して,開

発の新 しい温帯林域の一部や亜高山帯,さらに亜熱帯などの地域では,道路建設による影響

は,より大きくあらわれている｡このことは,植生域の立地の特性だけではなく,どのよう

な技術で開発したかという開発の歴史と深いかかわりを持っていると考えられる｡

以上に,植生と立地の保存という観点から,道路建設の問題点を指摘したのであるが,豊

かな自然が残された亜熱帯の原始地域の開発には,十分な配慮が必要であると考えられる｡
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Ⅲ 要 約

1 道路の建設が周辺植生に及ぼす影響の調査を行なった｡調査は,亜熱帯の原生林が残さ

れている沖縄県西表島に建設中の横断林道を対象とした0

2 調査方法は,第 Ⅰ～Ⅲ報 と同様に,植物社会学的方法を用い,群落調査と,それにもと

づいて影響圏を示す横断図の作成を行なった｡

3 調査結果は,植生単位と横断図により示された｡道路の影響は,盛土側に比較 して切土

側がより大きく,道路の両側で50-100mの森林が影響を受けている｡これは, 施工後 3

-4年 という短い経過の道路としては,きわめて大きなものである｡その原田は,わが国

の亜熱帯地域の森林の特異性によるものと考察された｡

● 4 最後に,わが国の亜熱帯地域の森林の特異性と道路建設の問題点について考察 した｡

1

2

3

4

5

●
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Phytosociological Studies on Vegetational Change Caused iCa

by Road Construction in Natural Park (IV)

By Akira KAMEYAMA

LabratoryofLandscape Architecture,Fac.Agric.,ShinshuUniv.

Summary

Thepurposeofthispaperistoinvestigatethevegetationalchangecausedbyroad

constructioninnaturalparks.

HeretheauthorreportstheresultsofsuⅣeyfollowingthepreviousreports(Ⅰ～Ⅲ)

anddonein1974.Thesubjectofthepreviousreportswerechosencool-temperatebroad-

1eaveddeciduousforest, warm ･temperatebroad-leavedevergreenforest,andvolcanic

vegetation. Inthisppertheauthortriestoanalysetheinfluenceofroadconstruction

amongsubtropicalbroad･1eavedevergreenforest.

ThesubtropicalzoneinJapanincludesthelong乍hainsofsmallislands(Ryukyuand

OgasawaraIslands). h theseislands,astheresultoflongtemllandcultivation,the

originalnaturalforesthasbeenlost.Onlyafewareaareleftinundistulbedstate.But

afterrecentreturntoJapan,variousdevelopmentalplan havebeenmadeandseveral

roadshavebeenconstructedamongnatural forest.Theproblem ofdevelopmentin

subtropicalzoneisveryimportantanddifhcult.

As thestandofthesurvey,theprimevalforestinIriomoteIsland(OkinawaPrefec-

ture)waschosen,whichisnowprotectedasIriomPteNationalPark･ Butaforestroad

wasplannedacrosstheisland,andarnrtoftheroadwasconstructedin1971to1972

inprimevalforest.TheprincipalspeciesoftheforestareCastanoクsisSieboldii,Persea

Thunbergii,Elaeocarpussylvestris,etc(Table1).

Theauthorinvestigatedtheaoristiccompositionandclassi丘edintofourvegetational

units(naturalforest,in且uencedforest,slopevegetation,androadsidevegetation).And

diagrammaticsectionofthespatialdistributionoftheseunitsisshown in Fig.3. The

inauencedzoneareclearlydrawnonthesection. Thewidthofthebeltinauencedis

30-50mfrom theroad. Itisconsideredthatthee任ectofroadconstruction appe ared

moresensitivelyinsubtropicalforestthanwarm･temperateforest.

●
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写真 1 西表島の亜熱

帯の原生林｡

45

●

●

写真 2 横断林道の周辺は切土側,盛土側とも

に原生林の破壊がみられる｡

写真 3 切取法面の大きいところでは,上部の

森林が大きく影響を受けている｡
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写真 4

盛土側のyJ!土による

樹木の枯死は,建設直

後からあらわれている｡

●
i聾 芸 遠 藤 竃

写真 5

森林の伐開により環

境が変化したために,

枯損しは じめた部分｡

菓量が少なくなり,港

枝が目立ちはじめる｡

写真 6

枯死した り衰弱した

樹木に石生する,シマ

オオ タニ ワク リとサ ク

ララン｡
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写真 8

道路による影響圏を

示す アカメガ シ ワ, ウ

ラ･) ロア カメカ シワの

優占する群落｡

写莫 9

影響圏を示す群落が,

道路周辺に背状に広が

っている｡


